
成分ﾊﾞﾗﾝｽが異なる1号と2号。

栽培作物や生育状況に応じて

使い分けすることをお勧めします。

■供給 ■製造

くみあい液肥は「尿素入り」。

硝酸とｱﾝﾓﾆｱと尿素のうち

葉面吸収が優れるのは尿素。

葉面散布で効かす土壌かん注で効かす

１ℓ小びん２０㎏入り

チッソ リンサン カリ チッソ リンサン カリ

茎葉に

チッソを効かす

葉菜類

果菜類

チッソとカリを

バランス良く

果菜類

花卉類



【注意点】
石灰硫黄合剤やアルカリ性の農薬との混用は行わないこと。

効果的な土壌かん注は、チッソ成分 ０．５～１㎏ の散布が基本。

（10ｱｰﾙ・300坪､１回あたり）

■ 土壌かん注 での使い方

■ 葉面散布 での 使い方

■ 保証成分(％)

■ １号と２号の選び方
作物で選ぶ 効かし方、生育状況で選ぶ

葉菜類

果菜類 など

チッソを効かしたい。(草勢を強くしたい。)

果菜類の着花開始頃まで使用する事例あり。

※チッソ成分の割合が高い。

※チッソとカリが

同等の成分バランス。

果菜類

花卉類 など

バランス良く、チッソとカリを効かしたい。

果菜類は、栽培期間の全般に使えます。

※この液肥原液量の２００倍～５００倍の水で薄めて、かん注する。

【参考： 収穫期 １ヶ月間あたりのチッソ追肥量 】
 キュウリ  基準 チッソ ５～７㎏  オクラ  基準 チッソ ４㎏

 ゴーヤー  基準 チッソ ３～3.5㎏ 事例 ５～６㎏  サヤインゲン  基準 チッソ ５～７㎏　 事例 ５～６㎏

 ピーマン、ナス  基準 チッソ ３～４㎏ 事例 ４～５㎏ ※サヤインゲンは、つる性品種とジベレリン処理の場合

事例) ｺﾞｰﾔｰ、1ヶ月あたりチッソ４㎏追肥 ⇒液肥2号でチッソ1㎏のかん注を月４回行う。

土壌かん注での液肥原液量 ( 作付面積別 )

葉面散布は、５００倍以上でおこなってください。


